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廃棄物処理先進事例調査

第36回 株式会社中特ホールディングス

はじめに
　産業廃棄物処理業が地域社会のインフラとして持続的に機能していくため、企業として、雇
用の多様化や魅力ある職場づくり、さらにはデジタルを通じた業務の省力化と効率化に取り組
んでいく必要性がある。
　危機管理委員会では、長時間労働の縮減や仕事と生活の両立支援に積極的に取り組み、若
者、女性、高齢者、障害者など多様な人材が活躍できる職場環境づくりに成果を上げている企
業として、山口県のやまぐち働き方改革推進会議により「やまぐち働き方改革推進優良企業」
として表彰を受けられた株式会社中特ホールディングスを訪問し、その先進的な取組状況につ
いてお話を伺った。
　実施日：令和５年２月７日（火）

■ 概　要
商　　　号：株式会社中特ホールディングス
創　　　立：2012年4月
代　表　者：代表取締役社長　橋　本　福　美
本　　　社：山口県周南市久米3034-1
資　本　金：3,000万円
従　業　員：22名（グループ全体　117名　男性80名、女性37名）
事　　　業：中特グループ各社の経営企画・総務・営業・環境安全に関する業務
　　　　　　ダチョウ飼育による食品リサイクル業務
Ｕ　Ｒ　Ｌ：https://www.chutoku-g.co.jp/
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■ 中特グループ

中国特殊株式会社
　一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業、下水道維持管理業、建設業、解体業、浄化槽保守点検業
株式会社吉本興業
　一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業
株式会社リライフ
　産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物処分業、リサイクル事業
株式会社藤井興業
　一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業、貯水槽清掃業、浄化槽保守点検業
株式会社ポータルハートサービス
　各種片付け事業、遺品整理事業、生活関連のお困りごとの解決

■ 沿　革
　中特グループは1966年に旧徳山市において、一般廃棄物の収集運搬業者として事業を開始、その後、
1968年に下水道の維持管理業、1973年に産業廃棄物の収集運搬業、1975年に産業廃棄物中間処理
業、1980年に建設業登録と事業を拡大してきた。それぞれの事業を担当する会社が存在する中、経理等
の内部部門を統一化し、グループとしての効率化を図るために2012年にホールディング制に移行した。
ホールディングスは経理だけでなく、各社の営業や広報、マーケティングに関する業務も行い、各社はそ
れぞれのサービスに特化する形になっている。各社の間での人事異動も行われており、就業規則や給与体
系は統一されている。

■ 人材育成プログラム
①中特アカデミー（社内勉強会）
　�　社員の自己成長を図り、自ら考え行動する自立型姿勢を基本に、顧客から頼りにされる人、中特グ
ループ目標を達成実現できる人、本気のプロフェッショナルを目指し2015年より実施している。廃棄
物処理法の研修等は必須科目となっており、それ以外は社員の希望に応じてさまざまな研修メニューが
用意されている。

②ＪＢ（事故撲滅）研修
　�　現業部門において、文字通り事故を撲滅するために何をすべきか検討するための研修。過去の事故事
例の検証やタイヤ交換研修なども行っている。

③ＩＳＯ審査・勉強会
　�　ISO14001（環境）及びISO45001（労働安全衛生）を取得済み、さらにISO90001（品質）取
得に向けてミーティングを実施している。

■ 労働環境の整備
①ＩＴの活用
　�　ＩＴを単なる事務業務の効率化ではなく、あらゆる分野の業務改革のために活用している。顧客に向
けては、zoomでの商談や電子契約や請求書の受取・発行を電子化を進め、社内向けにはLINE　
WORKSを日々の業務連絡や台風や地震発生時の緊急連絡に使っている。中特ホールディングス本社
事務所はフリーアドレスとなっており、在宅勤務など多様な働き方を実現している。
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②女性活躍の推進
　�　中特グループの女性社員をメンバーに「ANG（アネゴ）ネットワーク」を立ち上げた。「ANG（ア
ネゴ）ブログ」を定期的に更新し、中特グループの女性活躍を発信している。さらに、食品ロスと子ど
もの貧困を解決できる取り組みとして、NPO法人フードバンク山口への事業協力をスタートさせ、グ
ループ全体の取り組みとして「しゅうなんステーション」の運営を行うに至っている。

③子育て世代が働きやすい環境
　�　「短時間正社員制度」を導入し、短時間勤務であっても、正社員として雇用され、子育て世代が働き
やすい環境を整備した。また、男性社員が育児休業を取得できる風土をグループ全体で醸成することに
努めている。

■ 社会貢献活動
①環境出前授業
　　周南市内小学校での環境出前授業を実施している。

②いきいきサロンへの訪問
　　周南地域のコミュニティのいきいきサロンを訪問し、高齢者からのごみの相談などに対応している。

③「体験の機会の場」の認定
　　環境省が推進する「体験の機会の場」として山口県知事より認定を受けている。
　　山口県知事認定第001号　ダチョウの給餌※を通して食品ロスを考える。
　　山口県知事第002号　海岸漂着物でクラフトアート

※ダチョウによる食品リサイクル
　�　ダチョウは寿命が50～60年と長く、雑食性で1日に約10kgの餌を食べる鳥である。スーパー等で
出る野菜くずも餌にしている。本来であれば焼却処理されていた野菜くずをダチョウがそのまま食べる
ことでCO2も排出しない。
　�　さらにダチョウの卵はニワトリの25倍もある大きさで、その卵を利用し、花粉やハウスダストの抗
体が配合された黒糖のど飴をダチョウの権威である塚本博士と共同で開発し、販売を行っている。

ダチョウの飼育施設
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■ さらなる進化をめざして
①「Rｅの森」プロジェクト
　�　2021年12月に中特ホールディングス新社屋完成を機に、敷地内の植栽について広くたくさんの方
に関わってほしいということで、“未来につながる「Reの森」プロジェクト”を開始、現在11種類
270本の木が植樹されている。

②Chutoku Upcycle Art Contest
　�　“廃棄物について考えるきっかけを与える”というコンセプトの廃棄物アートコンテストが2021年
より始まり、１回目は123点、２回目は128点の応募があった。応募者の７割が現役クリエイター、
これまで廃棄物とは無縁だった人からの応募が多く、アートが持つ力によって廃棄物や環境問題の未来
について考えるきっかけを与える事業となっている。

③「RＯＢＢＯ」運営事業
　�　英語でプログラミングを学べるスクール「RＯＢＢＯ」を４月からスタートさせた。フィンランドの
ヘルシンキ大学にてシステム化された教育メソッド「RＯＢＢＯ」を採用し、グローバル社会やデジタ
ル社会に対応できる次世代の子どもたちを育むプロジェクトである。

橋本社長によるご説明

Chutoku　Upcycle　Art　Contest　2022

「Reの森」
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2021年に完成した新社屋

■ まとめ
　われわれ産業廃棄物処理業界にとって、より良い人材の確保、働き続けられる労働環境の整備は喫緊の
課題であり、今回見聞できたさまざまな取り組みは大変参考になりました。
　特に「私たちは生活環境革命で人々を幸せにします」という中特ホールディングス様の理念には非常に
感銘を受け、上層部だけでなく、社員ひとりひとりがその理念を理解し、それに向かって楽しく活き活き
と業務に励まれている様子は、これまでの廃棄物処理業のマイナスイメージを払拭し、廃棄物業界の目指
す新たな方向性であると感じました。
　最後に、危機管理委員会の先進事例調査事業の訪問にあたり、業務多忙にもかかわりませず長時間にわ
たり懇切丁寧にご対応、ご説明くださった代表取締役の橋本ふくみ様、企画広報室室長の吉本妙子様、企
画広報室主席の上原康宏様、株式会社リライフリサイクル事業部取締役事業部長の江村範久様に改めて心
からお礼申し上げます。

� （文責　藤江　純）


